
名 船  発  掘 く汽船〉

く主要目〉貨客船、大阪商船所属、7′267総トン、

主機デイーゼル 2基、

出力7′000馬力、最高速力 66ノ ット、旅客

定員900人、 926年 三菱長崎造船所建造

ら ぷ ら た 丸

石川達三の出世作『蒼眠』の舞台と

なった南米移民船

南
米
移
民
船
が
活
躍
し
た
こ
ろ

南
米
の
日
系
人
た
ち
が
大
勢
、
日
本
に
出
稼
ぎ
に

き

て

い
る

と

い
う

。

日
系
移
民
の
子
孫
で
あ
る
彼
ら
は
、
最
近
、
高
米

の
ほ
う
の
景
気
が
思
わ
し
く
な
い
た
め
、
経
済
大
国

と
な
っ
た
ル
ー
ツ
国
日
本

へ
逆
に
、
出
稼
ぎ
に
や
っ

て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
父
母
、
祖
父
母
あ

る
い
は
曽
父
母
た
ち
が
か
つ
て
、
祖
国
か
ら
見
捨
て

ら
れ
た
よ
う
な
か
た
ち
で
南
米
に
新
天
地
を
求
め
た

こ
と
を
思
う
と
、
ま
さ
に
隔
世
の
感
が
あ
る
。

日
本
人
の
南
米
移
民
は
、
明
治
に
始
ま
る
。
そ
の

数
は
、
戦
前
が
約
二
十
三
万
人
、
戦
後
が
約
六
万
人
。

何
と
い
っ
て
も
戦
前
が
圧
倒
的
に
多
い
。

そ
し
て
、
そ
の
二
十
三
万
人
の
う
ち
、
八
割
の
約

十
九
万
人
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
を
目
指
し
て
渡
航
し
た
も

の
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
南
米
移
民
と
言
う
と
、
ま

ず
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
で
あ
り
、
南
米

移
民
船
史
を
語
る
ば
あ
い
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
船
史

に
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
が
置
か
れ
る
わ
け
だ
。

明
治
以
降
の
高
米
移
民
船
史
の
主
役
は
、
大
阪
商

船
会
社
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
船
隊
で
あ
る
。
戦
前
、
大

阪
商
船
フ
リ
ー
ト
が
輸
送
し
た
移
民
数
は
約
十
四
万

人
。
こ
れ
は
さ
き
ほ
ど
の
、
南
米
移
民
総
数
二
十
三

万
人
の
六
割
に
も
相
当
す
る
。

大
阪
商
船
が
高
米
移
民
航
路
を
開
設
し
た
の
は
、

大
正
初
年
の
こ
と
。
大
正
の
半
ば
に
は
、
北
米
航
路

f会



か
ら
転
用
し
た
六
千
総
ト
ン
型
の

「た
こ
ま
丸
」
級

貨
客
船
六
隻
を
投
入
。
往
航
は
ア
フ
リ
カ
経
由
、
復

航
は
パ
ナ
マ
経
由
の
世
界

一
周
航
路
と
し
、
年
間
十

航
海
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
だ
。

だ
が

「た
こ
ま
丸
」
級
は
船
客
定
員
が
二
百
人
足

ら
ず
。
貨
客
船
と
は
い
え
貨
物
主
体
の
船
で
あ
り
、

輸
送
効
率
が
な
い
。
そ
こ
で
大
阪
商
船
は
昭
和
初
年
、

と
く
に
こ
の
高
米
航
路
用
に
設
計
し
た
七
千
二
百
総

ト
ン
、
船
客
定
員
九
百
人
の
移
民
船
「さ
ん
と
す
丸
」

級
三
隻
を
三
菱
長
崎
造
船
所
で
建
造
し
た
。

こ
の
三
隻
の
就
航
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
ヘ
の
渡
航
者
は

急
増
し
た
。
急
増
の
背
景
に
は
、
不
況
で
日
本
国
内

に
失
業
者
が
溢
れ
て
い
た
こ
と
、
大
正
末
年
の
排
日

移
民
法
の
成
立
で
ア
メ
リ
カ
移
住
が
行
き
詰
ま
っ
た

こ
と
な
ど
が
あ
っ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
に
な
い
関
心

を
持

っ
た
日
本
政
府
は
、
渡
航
費
の
金
額
補
助
に
踏

み
切
り
、
そ
の
振
興
を
図

っ
た
。

こ
の
時
期
か
ら
日
華
事
変
の
こ
ろ
ま
で
が
南
米
移

民
船
の
全
盛
期
で
あ
り
、
そ
の
船
内
生
活
は
、
石
川

達
三
の
出
世
作

『誉
眠
』
（そ
う
ぼ
う
）
に
余
す
と
こ

ろ
な
く
柑
か
れ
て
い
る
。

「蒼
眠
」
に
描
か
れ
た
「ら
ぷ
ら
た
丸
」

「
一
九
二
〇
年
二
月
八
日
。
神
一戸
港
は
雨
で
あ
る
。

細
々
と
け
ぶ
る
春
雨
で
あ
る
。
海
は
灰
色
に
硬
み
、

街
も
朝
か
ら
夕
暮
れ
ど
き
の
や
う
に
暗
い
」

戦
前
、
第

一
回
芥
川
賞
受
賞
作
品
と
な
っ
た

『蒼

眠
』
は
、
こ
ん
な
文
章
で
始
ま
っ
て
い
る
。

『蒼
眠
』
の
舞
台
と
な
っ
た
船
は
、
「
さ
ん
と
す
丸
」

級
の
第
二
船

「
ら
ぷ
ら
た
丸
」
で
あ
る
。
小
説
中
の

同
船
が
神
戸
を
出
航
し
た
の
は
、　
一
九
二
〇

（昭
和

十
）
年
二
月
十
五
日
。
九
百
人
の
移
民
を
乗
せ
て
、

四
月
二
十
日
に
サ
ン
ト
ス
に
着
い
た
。

社
会
派
作
家
と
い
わ
れ
た
石
川
達
三
が
、
戦
前
の

日
本
の
苦
悩
と
悲
劇
を
移
民
に
託
し
て
語

っ
た
こ
の

作
品
の
第

一
部
は
、
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
て
き
た

農
民
た
ち
が
、
神
戸
の
国
立
移
民
収
容
所
で
八
日
間

を
過
ご
し
た
あ
と

「
ら
ぷ
ら
た
丸
」
で
出
航
す
る
ま

で
の
も
よ
う
を
指
い
て
い
る
。
次
い
で
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
ま
で
の
四
十
五
日
間
の
洋
上
生
活
を
綴
っ
た

『南
海
航
路
』
、
さ
ら
に
南
米
に
若
い
た
移
民
た
ち
が

各
地
の
人
植
農
地

へ
散
っ
て
い
く

翌
坪
な
き
民
』
と
、

二
部
作
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
船
好
き
が
読
ん
で

面
白
い
の
は
、　
一
部
と
二
部
で
あ
ろ
う
。

『蒼
眠
』
は
言
わ
ば
、
昭
和
初
期
の
日
本
人
の
古
闘

記
録
で
あ
る
。
同
時
に
ま
た
、
い
ま
で
は
姿
を
消
し

て
し
ま
っ
た
南
米
移
民
船
の
貴
重
な
史
料
と
も
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
移
民
船
の
旅
客
設

備
に
付
き
も
の
の

「
か
い
こ
だ
な
」
式
の
大
部
屋
に

つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「船
に
入
っ
た
移
民
達
は
手
荷
物
を
指
い
で
デ
ッ
キ

を
Ｗ
く
迷

っ
た
後
に
、
や
っ
と
降
り
――
を
見
つ
け
て

兜

へ
ら
れ
た
宮

へ
の
階
段
を
下
り
る
。
す
る
と
度
大

な
室
の
中
に
カ
ー
ボ
ン
・
ラ
ン
プ
が
五
つ
大
つ
絡
い

て
ゐ
て
、
室
の
周
囲
に
添
う
て
ヽ
俺
の
や
う
な
鍛
格

子
が
び
っ
し
り
と
二
段
に
幾
列
に
も
し
つ
ら
へ
て
あ

る
。
是
が
ベ
ッ
ド
で
あ
る
。
室
は
四
つ
に
分
れ
て
ゐ

て
、　
一
定
百
八
十
人
乃
キ
二
百
三
十
人
分
で
あ
る
。

室
と
は
言
ふ
が
、
メ
ン
・
デ
ッ
キ
の
下
の
船
胎
で
、

上
下
左
右
は
銭
板
張
り
で
、
両
舷
の
丸
窓
が
五
つ
づ

つ
。
室
の
中
央
は
も
う

一
段
下
に
あ
る
船
晴
の
始
口

で
、
こ
の
胎
日
の
蓋
の
上
が
移
民
達
の
食
堂
で
も
あ

り
娯
楽
室
で
も
あ
り
喫
煙
室
と
も
な
る
」

こ
の
よ
う
に
、
『蒼
眠
』
に
描
か
れ
た

「
ら
ぷ
ら
た

丸
」
船
内
は
、
ま
こ
と
に
リ
ア
ル
で
あ
り
、
あ
り
き

た
り
の
取
材
で
は
と
う
て
い
書
け
そ
う
に
な
い
。

実
は
石
川
達
三
は
、
『蒼
眠
』
を
書
く
数
年
前
、
こ

の
小
説
の
題
材
と
な
っ
た

一
九
二
〇
年
二
月
の
航
海

に
、
特
別
二
等
船
客
の

一
人
と
し
て
「
ら
ぷ
ら
た
丸
」

に
乗
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

当
時
、経
済
雑
誌
社
の
記
者
だ
っ
た
石
川
達
三
は
、

社
長
の
許
し
を
得
て
市
米
へ
の
旅
を
計
向
し
、
旅
先

か
ら
雑
誌
に
原
稿
を
送
る
約
束
で

「
ら
ぷ
ら
た
丸
」

船
上
の
人
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
雑
誌
に
送
稿
し
た

手
記
、
『最
近
南
米
往
来
記
』
（中
公
文
庫
に
収
録
）

は
作
者
の
備
忘
録
の
意
味
を
果
た
し
、
『結
帆
も
執
筆

の
際
に
大
い
に
役
に
立

っ
た
と
い
う
。

移
民
た
ち
の
夢
を
来
せ
て
走

っ
た
「ら
ぷ
ら
た
丸
」

は
、
第
二
次
大
戦
中
、
船
名
を

「十
殊
丸
」
と
改
め

て
活
解
し
た
が
、
終
戦
の
年
の

一
月
、
サ
イ
ゴ
ン
港

内
で
空
爆
に
よ
り
撃
沈
さ
れ
た
。
　

山
田
　
迎
生


